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はじめに 

Liイオン電池は車載用および電力貯蔵用への普及に伴い、更なる高容量化と長寿命化が

求められている。近年、従来のカーボン(C)負極に代わる充放電サイクル特性に優れる酸化

物系負極の開発が進められている。本研究では、チタン酸リチウム Li4Ti5O12(LiTiO)に着目

し、Ar と O₂の混合ガスを用いたプラズマスパッタリング法により LiTiO薄膜を作製し、

Li イオン電池負極へと応用した。 

実験結果 

RFマグネトロンスパッタリングプロセスを用いてΦ15の銅基板上に LiTiO薄膜を堆積

させた。成膜条件は、真空チャンバー内のガス圧力を 50 mTorr、放電ガスに Ar/O2混合ガ

スを用い、全ガス流量を 40 sccmとした。実験パラメータとして、O2ガス流量比を 0 %～

30 %と変化させて LiTiO薄膜を堆積した。

図１にO2ガス流量比を変化させて成膜し

た LiTiO薄膜表面の SEＭ像を示す。(a) O

₂が 0 %の時、粒径 542.5 nm程度の緻密な

ナノ構造を形成した。(b) O₂が 30 %の時、

粒径 1.7 µm程度の微粒子群による微粒子

膜を形成した。放電ガスに O2を導入する

ことにより、組成比に加え膜のナノ構造

の変化が観測された。図 2 に堆積した

LiTiO 薄膜を負極とする Li イオン電池容

量の放電サイクル特性を示す。放電ガス

に O2 を 30 %導入して作製した負極膜で

最大放電容量 329.9 mAh/gを観測し、100

サイクル後に 71.1 mAh/gの放電容量とな

った。講演では結晶性や膜構造などの

LiTiO 薄膜物性と Li イオン電池の電池特

性との相関について議論する予定である。 
図 2. LTO薄膜を負極とする Liイオン電池

の電池容量の放電サイクル特性 

図 1. LTO薄膜表面の SEM像 

(a)O2ガス流量比:0 % (b)O2ガス流量比:30 % 
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